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健康の保持増進と豊かなスポーツライフを実現する保健体育学習の創造 

―生徒の「今」に問いかけ、「見方・考え方」を変えていく保健体育の授業づくり― 

 

観音寺市立大野原中学校  教諭 森 由加理 

１ 研究主題について 

(1) どんな保健体育の授業をつくりたいのか 

 文部科学省「第２期スポーツ基本計画」（平成 29年）において「スポーツが変える。未来を創る。」を

スローガンに、楽しさや喜びこそがスポーツの価値の中核であると示された。スポーツは、その価値を知

り、今後、生活の質をより一層豊かにする「人生の友」として捉える必要がある。 

本支部では、生涯にわたる健康の保持増進や豊かなスポーツライフを実現する資質・能力を育てるため

に、学びの深まりの鍵となるのは「生徒が見方・考え方をどう授業で深めるか」であると考えた。特に「発

問」に注目し、教師の発問から「健康や安全」や「命」、「スポーツや運動」の課題に生徒自ら自問自答を

繰り返し、見方や考え方を広げ、深め、学びを豊かにしていくことをめざし授業づくりを試みている。 

 

(2) 改訂学習指導要領から授業改善の方向性を読み取る  

  本研究では、現行と改訂学習指導要領の目標を比較し、教科の本質である保健体育の①「見方・考え方」

をどう捉え、豊かなスポーツライフを実現する②「資質・能力」を育成するのか、また、その「見方 ・考え

方」を広げ、深めるためにどのような授業（③「学習過程」）を行うのかを研究の核とした。 

 

～保健体育の目標改訂の「３つのキーワード」は「授業改善のための３つのヒント」になる～ 

① 「見方・考え方」：現行で書かれてない「見方・考え方」をどう捉え、授業をつくるのか？ 

② 「資質・能力」：豊かなスポーツライフを実現する「資質・能力」をどう育てるのか？ 

③ 「学習過程」：強調されている「学習過程」をどう工夫するのか？ 

 

(3) これまでの研究の流れ  

三豊・観音寺支部では、平成 29年度より図１のように研究を進めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三豊・観音寺支部 

平成 29 年度 
「主体的・対話的で深い学び」  
研究のキーワード：課題設定、学

び合い・高め合い、振り返り 

平成 30 年度 
「生徒の思いや考えを繋ぐ」 
研究のキーワード：課題設定、対

話、振り返り 

令和元年度 
「見方・考え方を広げ、深める
発問の工夫」 
研究のキーワード：見方・考え方、

発問、学習過程 

 

【令和元年度からの「基本となる授業改善の５つの工夫」】 

①単元の構成や課題設定の工夫  ②教材、教具、ルールの工夫  ③チーム編成の工夫 

④苦手な生徒が楽しめる工夫   ⑤振り返りの方法の工夫 

継続的な研究の視点 

①基礎・基本の習得・体力の向上  ②活用できる能力の育成  ③魅力ある授業づくり 

図１ 三豊・観音寺支部の研究の流れ 



令和元年度から基本となる授業改善の５つの工夫を踏まえ、さらに

『「見方・考え方」を働かせることを促す学習過程の中での発問の工夫』

を研究の柱とした。「発問」は、教科の本質に対する深い理解を必要と

し、教師自身の「運動やスポーツ」への「見方・考え方」が生徒に直接

的に反映するものである。育てたい資質・能力を具体的にイメージし、

教師の意図的な「発問」によって生徒に「運動やスポーツ」に真に向か

い合わせ「見方・考え方」を広げ、深めさせたいと考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 研究内容及び方法 

(1) 改訂学習指導要領を踏まえた授業改善の３つの方向性について考える 

① 「見方・考え方」をどう捉えるのか 

 改訂学習指導要領では、保健体育の「見方・考え方」は以下のように示されている。 

「体育の見方・考え方」とは → 「豊かなスポーツライフを実現する」ための「見方・考え方」 

運動やスポーツを、その価値や特性に着目して、楽しさや喜びとともに、体力の向上に果たす役割

の視点から捉え（見方）、自己の適正に応じた『する・みる・支える・知る』の多様な関わり方と関

連付けること（考え方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「見方・考え方」は教科ならではの物事を捉える視点であり、考え方である。上記のように皆で一つのス

ポーツを見た時、教科の「見方」から物事を考える楽しさを実感することができる。また、生徒が多様な「見

方・考え方」を学ぶことで、３つの例のように一人で多面的に捉えることも可能になる。教科特有の「見方・

考え方」をどのように育てるかは、保健体育を学ぶ本質的な意義の中核であり、意図的な支援が必要である。

そして、授業で「見方・考え方」を継続的に鍛えていくことが、健康やスポーツと自分とのかかわり方を考

える習慣の土台となり、その後の生き方つまりスポーツライフを豊かにする鍵になると考え、実践した。 

 

共に学ぶ意欲を育てる グループで相互に高め合う  

チームで課題を解決する 

私は、あんなにも激しい試合の中で審判さんや相

手の選手、なかまに対してリスペクトする姿に驚いた

よ。観客に対する「おじぎ」もあった。「フェアプレイ」

をやってみたい。 

スポーツの大会を多くの人が支えている。「チームノ

ーサイド」というボランティアがあってラグビーらしい

名前だ。今度、私も球技大会で支える役に立候

補してみたい！ 

オフロードパスの連続の稲垣選手のトライが面白

い！日本の選手は福岡選手みたいにピッチの外側

で数的優位をつくってのトライが得意！ディフェンス

のど真ん中での３本パスがつながるトライは、「ボー

ルを持たない選手」の連携の大切さを教えてくれた。

サッカーでも活かしたい！ 

保健体育レポート  

「スポーツの魅力とかかわり方～ラグビーから考える～」 

【体育の見方・考え方】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 生徒のワークシート記述① 

 

 

 

 

 

ズバリ！私が今、必死に取り組んでいるスポーツは卓球です。奥深いスポーツで、回転の種類によってレシー

ブも変わります。調べてみると、速さ、長さ、回転量、ラケットのラバーなどで取り方も違う頭脳派スポーツ

です。先輩の総体では、相手のチームの応援の声が大きく、私たちの声はかき消されます。それに負けじと

「ナイスコース！」「もう一本！」と私たちの声も大きく熱くなっていきました。私は、これが「スポーツのも

つ力」だと思います。それは「プレイする側も応援する側も熱くなれる力」です。私も総体の場に立ちます。

その時は「スポーツのもつ力」を思い出し、私の力を出し切って頑張ります！ 

＜１年体育理論「スポーツの多様な楽しみ方」の授業より＞ 

同じ方向ばかり打ち返して、全体的に前後にゆさぶる配球が必要だ。相手が右利きの時は、相手から見て、左に

打った方が決まりやすかった。推測だけど左利きは、右に打つと決まりやすいと思う。ショートを打つことがで

きなかった。 ショートにしようと思って中途半端な所に打って相手にとられていた。バド部のＥさんと試合を

した時に、全て後ろの見えない所をねらわれていた。その後、前に落としていたので戦術がすごく実感できた。

私も相手の体勢を崩す形のプレイをしてみたい。         ＜３年球技「バドミントン」の授業より＞ 

「見方・考え方」を学び、さらに豊かな「見方・考え方」へ 

－実際の授業での生徒の振り返り－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 生徒のワークシート記述② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の意見をもって話し合うための調べ学習 
単元の始めや終わりに調べ学習を行い、そのスポーツ

や健康問題に対して自分の意見をまとめる時間を設定
した。根拠をもって話し合いに参加したり、自分の考え
を発信したりすることにによってより深い「見方・考え
方」が育つと考えた。 
 
 学習したことをまとめ、周囲の人に発信する 



②「見方・考え方」を育てる授業で「資質・能力」を育てる 

 下の図４は、「見方・考え方」は、学習過程の中で働かせることを通して資質・能力が育まれ、それによっ

て、より一層豊かになることを示している。教師の「見方・考え方」を基盤とし、学習場面において育てた

い資質・能力を具体的にイメージしながら、授業づくりを行うことが大切であると考えた。 

 

図４ 保健体育の授業で「見方・考え方」を育てる授業づくり 

＜保健体育の授業で「見方・考え方」を育てる授業づくり＞ 

生徒の適性等に応じて 

「 」の多様な関わり方と関連づける「考え方」 

ダンスでは異学年で学

習を行う。多様な考え

を出し合い、合意形成

していく中で作品を創

り上げてほしい。 

 
データやＶＴＲを分析

する着眼点が良い生徒

を称賛し、技能の上達

の視点やスポーツを観

る目を育てたい。 

 
学習したことを技能面

とともに企画・運営、応

援などの面でもクラス

マッチなどで発揮させ

たい。 

 
競技の発展の歴史は、

人間の知恵の歴史。オ

リパラの学習でスポー

ツの未来と人との関わ

り方を考えさせよう。 

「見方」の 

４つの内容 

特性や魅力 

楽しさ・喜び 

価 値 

体力の向上 

教師の「見方・考え方」が生徒の「見方・考え方」を変えていく 

授業とこれからの学びや生活・
人生、社会をつなぐことを意識
し、意図した学習過程 

知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等 

運動の特性に応じた行い方や一般

原則などの知識 

・技術の名称や行い方の知識 

・運動の特性や成り立ちの知識 

・体力の要素や高め方の知識 

・運動の観察の方法の知識 

・伝統的な考え方の知識 

・スポーツに関する科学的な知識

や文化的意義等の基礎的な知識 

・各種の運動が有する特性や魅力

に応じた基本的な技能 

・知識を踏まえて、基本的な運動の

技能として発揮したり、身体表現

したりする 

自己の課題に応じた運動の取り組

み方を工夫 

・改善すべきポイントを見つける

力 

・適切な練習方法を選ぶ力 

・健康や安全を確保し適切な活動

を選ぶ力 

・自己や仲間の役割を見つける力 

・合意を形成するための適切なか

かわり方を見つける力 

・多様なかかわり方を見つける力 

・根拠を示しながら相手に伝えた

り表現したりする力 

生涯にわたって運動に親しみ、明る

く豊かな生活を営む態度 

・運動の楽しさや喜びを味わい、自

主的に学習に取り組む態度 

・多様性を認識し、公正に取り組

む、互いに協力する、自己の責任

を果たす、参画するなどの意欲を

もつ 

・相手を尊重し伝統的な行動の仕

方を大切にしようとする 

・健康・安全を確保する 

・選択し、実践することができる態

度  

保健体育の「見方・考え方」の深まり 
「健康・スポーツを一生の友とする」生徒を育てる 

生涯にわたって心身の健康を保持増進し、 
豊かなスポーツライフを実現する 

ための資質・能力の育成 



③ 「学習過程」をどう工夫するのか 

 学習過程は、発問を核とし、「発問Ⅰ→思考→試技→発問Ⅱ→再考→対話・表現→振り返り」の一連の流れ

で行った。また、その際行う発問の視点を３つとし、「見方・考え方」が深まるように工夫した。 

 

 

 

 

＜「見方・考え方」を育てる「発問」を大切にした授業づくり＞ 

～課題を発見し、合理的な課題解決に向けた学習過程の工夫～ 

 

思考 

試技 

 

再考 

対話・表現 

 

学習過程 
教師の見方・考え方 生徒の見方・考え方 

教科の本質を見出す目を

磨き、「教師の運動やスポ

ーツ、健康や安全に対す

る見方・考え方」が「発

問」となり、授業をつく

る。 

「発問」によって、今ま

での運動やスポーツ、健

康や安全に対する見え方

やかかわり方を真に自分

事とする経験を積み重ね

る。 

発問Ⅰ 

発問Ⅱ 

振り返り 

・確信 

・見方・考え方の成長 

・学びを意味付け 

・次の学びへの期待 

授業での様子や振り返り

から生徒の「見方・考え

方」の広がりや深まりを

把握し、次時の発問につ

いて検討する。 

＜「見方・考え方」を働かせる３つの発問の視点＞ 

単元を通した発問 

 ・どうしてこの単元を

学ぶのか。 

 ・この単元を通して何

を学ぶのか。 

教師主導の授業展開や対話になりにくく、話し合い活動を必要と感じさせ、その中身を変えていく手

がかりは「発問」であると考えた。学習指導要領でも「見方・考え方」を働かせることが主体的・対話

的で深い学びの鍵と示されている。その「見方・考え方」を働かせ、成長させ、 社会とつなげるため

にも「発問」を重視し、課題と関連させながら「発問」を投げかけたり、対話活動を設定したりするな

ど学習過程を工夫している。 

      授業の導入部分での 

「見方・考え方」を引き出す発問 

・これまでの知識や経験から導き出すことができる。 

・多様な考えがもてる。   ・課題が発見できる。 

・考えの見通しがもてる。 

発問Ⅰ 

        授業の展開・結末部分で 

              「見方・考え方」を鍛える発問 

・「自分だったら」と当事者意識がもてる。 

・考えを比較、検討、吟味する必要性を感じる。 

・知識と関連させ、概念的汎用的な（社会とつなぐ）考えに高める。 

・これまでの考えが揺さぶられ、価値観などが変容する。 

発問Ⅱ 

３年間の包括的な問い 

 
「保健体育を 

なぜ学ぶのだろうか」 

振り返り 「何に着目し、どう考えたのか」 

「何ができたり、分かったりしたのか」 

「次。自分やチームはどうなりたいのか」 

「見方や考え方に変化があったか」 

「自分にとってどんな意味があったのか」 

「自分の今や未来とどう結びつくのか」 

「教材と向き合わせる」 

「実生活・実社会とつなぐ」 



３ 実践報告 

(1) 実践事例の「見方・考え方」 

事例    

 

 

 

 

 

 

「           ？」「       ？」 

 

 

 

 

 

 

 ① 学年、単元名、本時のねらいを表示 

 ② 「見方・考え方」を深めるために、特に関連のある資

質や能力の中から関連する項目を表示 

 ③ 学習過程を表示 

 ④ 単元を通しての発問を表示 

 ⑤ 発問Ⅰ、Ⅱや生徒の「見方・考え方」の変容を表示 

 ⑥ 「見方・考え方」を深まるための教員の手立てを表示 

 ⑦ ⑧の手立ての意図や具体を表示 

 

(2) 実践事例 

事例１ 第２学年 陸上競技「長距離走」（２/５時間） 

    本時の学習「１回目のタイムより、速く楽しく走る」 

思･判 改善すべきポイントを見つける 

知 識 体力の要素や高め方との関連 

 

 

発問Ⅰ 

思考 

試技 

 

 

 

 

 

 

 

発問Ⅱ 

 

再考 

対話 

 

 

振り返り 

 

 

 

「タイムを速くするためにはどのように走ればいいのだ

ろう？」 

データやラップタイムの変動に気付かせ、一定に走るための目

標設定。ペアと声かけの方法を話し合い、計画的に走る準備を

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「『ラップタイム』の変動の仕方から、自分に合っている走

り方はどんな走り方ですか？」 

再度、自分の走り方を分析し、タイムを速くするために「自分

のラップタイムの設定」を再確認。ペアが走っているときの具

体的な声掛けの内容を確認し、共に高め合っている意識が高ま

った。 

 

・タイム（ラップ）自体とても安定していて、最後の５
周目もダッシュできたのでよかった。次は、もっとラッ
プを意識して、平均が 50 秒をきれるようにしたい。 

 

 

 

 

 

 

ラップタイムの変動から「楽しく

速く走る」ことに注目させ、「一定

に走ることの大切さ」に気付かせ

る。また、根拠をもって自分の目

標をもたせ、意欲化を図る。 

 

 

 

 

互いが上手くなるための有効な

声掛けの内容を考え言葉にする

ことにより、自分や仲間の技能を

客観的に捉えることができる。 

学習 
過程  単 

「見方・考え方」を 
深めるために 

 

① ② 

③ 

④ 

⑤ ⑥ 

⑦ 

 「見方・考え方」を深めるための授業改善と

して、三豊・観音寺支部では、上記の内容で実

践を行った。「見方・考え方」を深めるために、

発問を核とした学習過程を③のように工夫し、

実際の授業の様子を⑥に示した。また、「見方・

考え方」を深めるために、育てたい「資質・能

力」の中でも特に「思考・判断」の内容を意識し

て授業を行っている（②）。 

学習 
過程 

どうしたらタイムが速くなり、楽しく走ることが
できるのだろうか。 単 

「見方・考え方」を 
深めるために 

データから自分の課題を読み取
らせる。 

息をハーハースーとや

ると吸いやすかった。ピ

ッチ走法を心がける。

４、５周目が遅くなりが

ち。ラストスパートもね

らいたい。 

互いの課題の達成のために仲間
とのかかわり方を考えさせる。 



事例２ 第２学年 球技「ネット型（バレーボール）」（２/11時間） 
    本時の学習 チームでボールをつなぐ動きⅡ 

「意図的な攻撃で、決定的に点を取る」 

思･判 適切な練習方法を選ぶ 
   改善すべきポイントを見つける 
知 識 運動の観察の方法の知識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発問Ⅰ 

思考 

試技 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発問Ⅱ 

 

 

再考 

対話 

 

 

 

 

振り返り 

 

 

 

 

＜課題を明確にするためのルールの工夫＞ 
・バドミントンコート 
・ワンバウンドありで自チーム４回まで 
・ネットの高さは 180 ㎝ 

（ジャンプしなくてもよい高さとする。） 
・サーブはコート内から相手コートの中心に投げ入れる 
・４分間の前半・後半の合計点で勝敗を決定。前半・後

半の間には作戦タイムをとる 

「決定的に点を取るためにどのように攻撃すればいいの

だろう？」 

自分のチームと強いチームのデータを３つの視点で比較する。 

 ①スパイクの使用数と成否 

 ②蝕球して何回目にスパイクを打っているか 

 ③チームの中で何人がスパイクを打っているか 

 

決定的な得点をとるために「スパイクの有効性」に気付くと

ともに、スパイクを打てる人数が多いほうが有利であることに

気付き、チームの全員がスパイクを打てるように練習に取り組

んだ。勝っているチームの良いプレイ「触球数４回を最大限活

かした意図的な攻撃」を視聴させることにより、他のチームも

ゲームの質に変化がみられるようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

【白チーム（左）と強いチームのデータの内容を比較する】 

（後半のゲーム前に）「勝つために、スパイクが打ててない

のか、スパイクまでのパスがつながっていないのか、あ

なたのチームはどちらですか？では、次にどのような練

習が必要ですか？」 

再度、チームのデータを分析し、共有する中で、負けた原因が

「スパイク自体がうまく打てないこと」か「スパイクまでのパ

スがつながっていないこと」の２つ絞られた。ゲームの現状を

発問Ⅱとして生徒に返すことで、安定したスパイクを打つため

に正確なレシーブとオーバーハンドパスの重要性に気付き、触

球数２、３回目にオーバーハンドパスでセットする練習を行う

チームが表れた。 

 

・スパイクが打ちやすいパスを角度や高さを考え、試合
で使いたい。 

・私もスパイクが打てたらチームが強くなるから、いい
スパイクを打ちたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自チームの触球数とその成否、返

球内容（誰がスパイクを打ったか

とその成否）をデータとしてとら

せる。意図的に課題が明確になる

データをとり、スパイクの有効性

へ、ゲームの質の変化へと意識を

導いた。 

 

 

 

 

 

スパイクの成否だけに意識が向

いていたので、「本当にそうなの

か？」と再度課題を追究する視点

を２つの選択肢に絞って、考えさ

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【意図的な攻撃へと変化】 

 

学習 
過程 

バレーボールはどんなことが面白いスポーツだろ
う？どうしたら得点でき、勝つことができるのだ
ろう？ 

単 
「見方・考え方」を 

深めるために 

個々の生徒やチームの課題が明
確になるデータのとり方を工夫
する。 

選択肢を２つにし、全チームに
当事者意識をもたせる。 

強いチームは、誰が打っ

ているか？何人打ってい

るか？ 



事例２ 第３学年 球技「ネット型（バドミントン）」（２/11時間） 
    本時の学習 「相手や状況に対応するための技能を高め

ながらゲームをする」 

思･判 適切な練習方法を選ぶ 
   改善すべきポイントを見つける 
知 識 知識を踏まえ基本的な運動の技

能として発揮 

 

 

 

発問Ⅰ 

思考 

試技 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発問Ⅱ 

 

 

再考 

対話 

 

 

 

 

振り返り 

 

 

 

 

「効果的に返球するにはどのようにすれば良いのだろ

う？？」 

前時の自己分析カードから自分の弱点を分析する。 

自己分析カードとバドミントン部の返球の様子を比較する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題の解決のためのグループ練習を選択し、対抗戦をする。 

 

 

 

 

 

 

 

「対抗戦では、練習したことが活かされましたか？効果的

に返球するには、何を意識すればよいのでしょうか？」 

１回目と２回目の分析カードから対抗戦での気付きを共有す

る。試合中の動きと比較し「バドミントン部の人は、１回打つ

毎にコートの中心に帰ってきている」「いつもラケットを上に

構えている」「クリアーでコートの奥までシャトルが届いてい

る」などホームポジションに帰るためのフットワーク、打つ前

の構えの重要性に気付く生徒がいた。 さらに、この気付きを

次時の導入につなげた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・バドミントン部の友だちと試合をすると、シャトルの
軌道が低く、ラリーがはやい。ライン際に落ちるシャ
トルはとられたので、効果的に点をとるには、奥の 2
つの角をねらって点をとりたい。 

 

 

 

 

 

 

 

返球内容のデータから自分の課

題（どんなプレイで点をとられる

のか）を客観的に分析させる。予

想される課題に対しての練習方

法を用意しておき、「どうしてそ

の練習をするのか」根拠をもたせ

た上で、適切な練習を選択させ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

ゲームを行った後に再度、単元を

通した発問にフィードバックす

ることで、本時の生徒の「見方・

考え方」ほ深まりを確認すること

ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習 
過程 

どうすれば上手くシャトルが打てるのだろう？ 
どうすれば効果的に返球でき得点ができるのだろ
う？ 

単 
「見方・考え方」を 

深めるために 

データから自分の課題を分析
し、課題克服のための練習方法
を根拠をもって選択させる。 

ゲームの中での練習の成果を確
認し、再度「効果的な返球」に
ついて深い気付きを促す。 

私は、どう返球されて 

いるんだろう？前後？

左右？逆に、自分はどう

返 球 し て い る ん だ ろ

う？ラリーの内容を分

析してみよう。 



４ 研究の成果と今後の課題 

表 令和２年度 研究授業予定校（大野原中学校第３学年）によるアンケート結果（肯定的回答率） 

 質問項目 ２年時 11月 ３年時７月 文章での記述 

１ 

「そうか」「そうだだった

のか」と納得したり、腑に

落ちたりしますか？ 
83％ 91％ 

・ 上手い人をよく観察して、どんな動きをして

いるのか、どこを見れば自分が上手くなるのか

を研究して分かった時。 

・ 友だちと話し合って、自分で試して、今まで

で一番うまくいきそうな方法を見つけた時。 

２ 

健康やスポーツや友だち

とのかかわりなどの見

方・考え方が変わること

がありますか？ 

74％ 87％ 

・ すぐにできなくても、考えるようになって、

友だちや先生と話していると「これまでとやり

方を変えてみよう」と思う時。 

・ 自分の弱点もわかるけど、友だちと話し合う

と、「どうしたらいいのか」に気付き、自分が

前に進んでいるのが分かる。  

３ 

先生のからの質問（発問）

に解決したくなったり、

自分の考えを試したくな

ったりしますか？ 

81％ 90％ 

・ チームで協力したらできそうな、考えたらで

きそうな質問の時、早く考えて、試したくなる。 

・ 「本当にそうなの？」と先生にもう一回質問

されて、考えて、できたら、もっと上手くなっ

たように思う。 

４ 

他の教科と違う「保健体

育」の良さや面白さを感

じますか？ 

87％ 96％ 

・ 自分が上手くなるにも、１つのことを完成さ

せるためにも友だちを一番意識する時間だか

ら。振り返りを書いて、見返した時、自分の成

長が分かるから。        

 

・ 「見方・考え方」を広げ深めるために、発問を核とした学習過程へと工夫することで、教員自身が「こ

の単元や授業でどのような『見方・考え方』を生徒に身に付けさせたいのか」や「どんな発問をすること

で生徒の学びが深まるのか」を考えて授業に臨むことができた。今後、各校の実践の交流を一層深めるこ

とにより、新学習指導要領の改訂の趣旨を意識した実践の広がりがみられるようになると考える。 

・ 単元を通した発問に迫るデーターの取り方を工夫することにより、

生徒に新たな気付きがうまれたり、次への課題が発見されたりしてい

る。このような学習を積み重ねることにより、他の教科とは違う「保

健体育」の教科独自の面白さや喜びを感じている生徒も多く、さらに

学習過程や発問等を改善し、より主体的に学習に取り組む生徒の育成

を図りたい。 

・ 体育が苦手だと感じている生徒にも「見方・考え方」の深まりを実

感させるために、簡易化されたゲームやルールの工夫などが必要であ

る。その土台となる教員のその教材に対する「見方・考え方」を磨く

ために、教材研究を深めていきたい。また、授業中の生徒との対話を

大切にし「何につまずきを感じているのか」や「本当にこの発問が生

徒の実態に合っているのか」を確かめながら授業を進めてたい。 
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